
西和賀町地域公共交通活性化協議会

※記入する際、枠の大きさの変更及び頁追加のうえ作成することも可能とします。

事業名：令和７年度地域内フィーダー系統令和５年10月１日事業開始

事業の今後の改善点

実施状況、目標・効果の達成状況

生活交通確保維持改善計画

目的・必要性

定量的な目標・効果

事業・実施主体

確保・維持する系統の概要

評価項目

前回の評価結果

基礎データ

【地域内フィーダー系統】
◯西和賀町民バス
・運行事業者：東日本交通㈱
・系統数：14系統（路線定期11、区域３）
・運賃： １００円
・運行日：月～金曜日（平日）

合併状況：平成１７年に１町１村が合併 人 口：４，５１８人 （令和７年９月末現在）
面 積：５９０．７４平方キロメートル 高齢化率：５４．６％ （令和７年９月末現在）
協議会開催数：協議会２回（令和６年１０月～令和７年９月）

・利用実績（月１回）や乗降調査（年１回）等による利用実態の測定（西和賀町）
・町民バスの運行・窓口業務により改善要望等を把握（西和賀町）
・利用実態・改善要望等を踏まえたサービスの見直しの検討・実施（西和賀町）
・バスロケーションシステム等による情報発信の充実：町
・バスマップによる情報発信（西和賀町、交通事業者等）
・AIオンデマンド交通の導入及び運行最適化の検討（西和賀町、交通事業者等）

【実施状況等】

利用者数が減少傾向にある湯田・沢内おでかけバスの午前２便目と午後１便目の時間帯を対象に、AI
オンデマンド交通の導入を行い、住民の利用ニーズに合わせた運行体系の見直しを行った。

また、 AIオンデマンド交通の導入に伴う新たなバスマップを作成して全戸配布等を行ったほか、岩手県
の公共交通スマートチャレンジ月間に合わせた公共交通の利用促進に係る広報掲載等の認知度向上の

取組により、利用者の掘り起こし等が図られ、全体として利用者の増加につながった。

一方で、沢内おでかけバスについては、利用者へのAIオンデマンド交通の利便性や利用方法への理解
促進が十分でなかったことなどにより利用が伸びず、目標を達成できなかった。

【目標】
・沢内線 年間利用者数 6,421人以上
・湯田おでかけバス 年間利用者数 1,602人以上
・沢内おでかけバス 年間利用者数 3,222人以上
【効果】
○沢内線
・ＪＲ北上線を利用して通学・通勤する沿線住民に必要不可欠な移動手段が確保さ
れ、地域活性化につながる。

○湯田おでかけバス・沢内おでかけバス
・各地区の住民の日常生活に必要不可欠な移動手段が確保される。
・外出機会のによる社会参加や地域活性化の促進が期待できる。

自家用車の普及や人口減少等の要因により公共交通の利用者は減少するなか、
令和２年度末には民間事業者による路線バスが廃止となり、町民バスの拡大に
より路線を維持するが行政負担は増加傾向にある。当該路線は、幹線を利用し
ての通学・通勤や各地域の住民の通院・買い物を中心とした生活に必要不可欠
な路線であり、維持・確保により住民の生活手段を存続させるとともに地域活性
化に寄与することを目的とする。

【実績】
・沢内線 10,478人（達成率163.2％）
・湯田おでかけバス 1,755人（達成率109.6％）
・沢内おでかけバス 2,441人（達成率75.8％）

〔内訳〕 A ：２件、C：１件
※評価の判定基準
・A⇒目標達成100%以上
・B⇒目標達成80%以上100%未満
・C⇒目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満）

【達成状況（結果）】

【評価】

令和６年度計画新規事業のため、前回事業評価なし

・ 住民の利用ニーズに合わせた運行体系の見直しや公共交通の認知度向上による利用者の掘り起
こしを行うことができたことから、持続可能な公共交通の構築に向けて、引き続き運行方法の最適化
を図るとともに、バスマップ等の配布や広報掲載等による効果的な情報発信により利用促進を図る。
・ AIオンデマンド交通の利便性や利用方法について、町内関係機関や交通事業者等と連携しながら、
出前授業等による町民への説明を丁寧に行うとともに、各種広報媒体等を活用した効果的な情報
発信を行い、利用者の利用頻度向上、新規利用者の増加を目指す。
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⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）⑤目標・効果達成状況④事業実施の適切性

③前回（２事業年度前）
（又は類似事業）の事業
評価結果の反映状況

②事業概要
①補助対象
事業者等

・主たる利用者である高校生の
利用実態について、引き続き高
校との連携のもと情報共有を図
り、最適な配車調整等による運
行の見直しを適時適切に行い、
利用促進を図る。
・公共交通の認知度向上による
利用者の掘り起こしを行うことが
できたことから、引き続きバスマッ
プ等の配布による周知やバスロ
ケーションシステム等による情報
発信により利用促進を図る。

【目標値】
年間6,421人以上
【実績値】
年間10,478人
【達成率】
163.2％

・主たる利用者である高校生の利用
促進のため、高校等と連携し綿密な
運行調整を行った結果、利用者数の
増加につながった。
・また、新たに導入したAIオンデマンド
交通と定時定路線との使い分けが行
われたことなどにより、本系統の利用
者数の増加につながった。

AA：計画に位置付けられたとおり、適
切に実施された。

・町内高校と連携し、高校生の登下
校状況を踏まえた配車調整を随時
行ったほか、新たに購入した大型バス
の配車などにより、利用者数の増加
につながった。
・新たに導入したAIオンデマンド交通の
利用促進と併せて、公共交通の利用
について広報掲載等を通じて情報提
供し利用促進に努めた結果、利用者
数の増加につながった。

A令和６年度新規事業
のため、前回（２事業
年度前）事業評価な
し。

⑴県道１
号沢内線

・利用実
態等を踏
まえた運
行調整に
よる利用
者確保
・広報掲
載等の情
報発信に
よる利用
促進

西和賀町

・AIオンデマンド交通の利便性や
利用方法について、町内関係
機関や交通事業者等と連携し
ながら、出前授業等による町民
への説明を丁寧に行うとともに、
広報掲載やバスマップ等を活用
した効果的な情報発信を行い、
利用者の利用頻度向上、新規
利用者の増加を目指す。
・AIオンデマンド交通の運行最
適化に向けて、老朽化した車両
の見直しを検討し、運行の安全
性や乗りやすさの向上を図り、
安全で快適な交通環境の整備
を目指す。

【目標値】
年間1,602人以上
【実績値】
年間1,755人
【達成率】
109.6％

AA：計画に位置付けられたとおり、適
切に実施された。

・利用者数が減少傾向にあった午前
２便目と午後１便目の時間帯を対
象にオンデマンド交通を導入し、住民
の利用ニーズに合わせた運行体系の
見直しを行い、利便性の向上や効率
的な運行体系の構築につながった。

・新たに導入したAIオンデマンド交通の
利用促進と併せて、公共交通の利用
について広報掲載等を通じて情報提
供し利用促進に努めた結果、利用者
数の増加につながった。

A令和６年度新規事業
のため、前回（２事業
年度前）事業評価な
し。

⑵～⑹、
⑿、⒀
湯田おで
かけバス

・系統の
見直しに
よる利用
者確保
・広報掲
載等の情
報発信に
よる利用
促進

西和賀町

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）
令和８年１月21日

協議会名：西和賀町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金



・AIオンデマンド交通の利便性や利用方法
について、町内関係機関や交通事業者
等と連携しながら、出前授業等による町
民への説明を丁寧に行うとともに、広報掲
載やバスマップ等を活用した効果的な情
報発信を行い、利用者の利用頻度向上、
新規利用者の増加を目指す。
・AIオンデマンド交通の運行最適化に向け
て、老朽化した車両の見直しを検討し、
運行の安全性や乗りやすさの向上を図り、
安全で快適な交通環境の整備を目指す。

【目標値】
年間3,222人以上
【実績値】
年間2,441人
【達成率】
75.8％

・AIオンデマンド交通の導入について
広報掲載等を通じて情報提供し利
用促進に努めた結果、公共交通の
認知度向上につながり町民バス全
体としての利用者数は増加したもの
の、定時定路線バス（県道１号
線）との使い分けなどにより、本系
統の利用者数の増加にはつながら
なかった。
・また、AIオンデマンド交通の利用方
法や利便性についての理解促進が
十分でなかったことなどにより、新た
な運行システムへの抵抗感がみられ、
利用に至らなかったことなどにより、
利用者数が目標に達しなかった。

CA：計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

・利用者数が減少傾向にあっ
た午前２便目と午後１便目
の時間帯を対象にAIオンデマ
ンド交通を導入し、住民の利
用ニーズに合わせた運行体系
の見直しを行い、利便性の向
上や効率的な運行体系の構
築につながった。

・新たに導入したAIオンデマン
ド交通の利用促進と併せて、
公共交通の利用について広
報掲載等を通じて情報提供
し利用促進に努めた結果、
公共交通の認知度向上につ
ながった。

A令和６年度新規
事業のため、前回
（２事業年度
前）事業評価な
し。

⑺～⑾、⒁
沢内おでかけバス

・系統の見直しに
よる利用者確保
・広報掲載等の
情報発信による
利用促進

西和賀町

【二次評価】



事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

別添１－２

令和８年１月21日

西和賀町地域公共交通活性化協議会協議会名：

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金評価対象事業名：

西和賀町は、岩手県北上市及び秋田県横手市へ通じる幹線交通であるＪＲ北上線（鉄道）のほっとゆだ駅を
交通結節点として、町域内に広範に町民バス、乗合タクシー等により構成される公共交通機関網が広がってい
る。

これらの公共交通については、医療機関、教育機関、商店等が住民の日常生活機能を担う中で、車を運転で
きない高齢者、高校生等を中心に、生活に必要不可欠な移動手段として機能している。

しかしながら、自家用車の普及や人口減少等の要因により公共交通の利用者は減少するなか、令和２年度
末には民間事業者による路線バスが廃止となり、町民バスの拡大により路線を維持するが行政負担は増加傾
向にある。

町民バスである町内拠点から幹線交通へ接続する県道１号沢内線、町内各地域から街中に向け運行し幹線
交通へ接続する湯田おでかけバス及び沢内おでかけバスは、沿線住民の人口減少、少子高齢化など様々な
問題があるが、幹線を利用しての通学・通勤や各地域の住民の通院・買い物を中心とした生活に必要不可欠
な路線である。

このため、地域公共交通確保維持事業により、県道１号沢内線、湯田おでかけバス及び沢内おでかけバスを
確保・維持することで、住民の生活手段を存続させていくことが必要である。

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）


